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令和 6年（2024年）8月15日

委員会審査

市民文教常任委員会

ギ カ イ レポート

委員長の
ひとこと

《報告書》

委員長の
ひとこと

行政視察

建設環境常任委員会

4月16日 

行政視察

4月22日

5月17日
日
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4つのテーマで自由討議

テーマ「第6次日野市特別支援
　　　　　　教育推進計画の策定」について

テーマ「下北沢駅周辺地区の街づくりの取組について」

北沢タウンホールでの事業概要の説明後、下北沢駅を中心に２駅に渡り歩きながら、小田
急電鉄との官民連携の成果について、丁寧に説明していただいた。地元の町会、商店街の
代表と行政が情報共有を図り、独りよがりではない、そして世田谷区が整備する土地と
小田急電鉄が整備する施設との境界を感じさせない、一体利用の相互協力体制の成果を
視察させていただき、大変参考となりました。

「第６次日野市特別支援教育推進計画」に基づく取組は、児童生徒に寄り添ったもの
であり、特に、ＩＣＴの活用や特別支援学級における合理的配慮などの取組は、今後
所沢市においても必要なものだと感じました。また、特別支援学級を専門として所管
する「教育委員会発達教育支援課」についても参考となりました。

所沢市における特別支援学級の充実について

・障害を持ったお子さんが、住んでいる地元の学校に通えるように
していくべきだ。
・特別支援学級に通う児童生徒が将来的に自立できるように、どう
いった教育をしていくべきなのか考えていかなければいけない。

・当市の特別支援学級の設置数が埼玉県の目標値よりも高いので、
比較的先進的にやっている。

・現状として、まずは特別支援学級を設置すること、それに合わせ
て教職員を確保していく段階で当市はまだまだ発展途上である。

特別支援学級の現状についての認識 他自治体との違い

・参考人の話の中で国連の勧告と日本の特別支援教育の考え方に、
かなりのずれが生じていることに驚いた。
・特別支援学校に子どもを連れていくというのは保護者にとって
仕事ができなかったり、色々な負担になるので、支援する体制が
必要だと思う。

・特別支援学級のニーズに的確に応えられる体制をつくる必要が
ある。どういった教育が望ましいのか、特別支援学級に通って
いる子どもたちの将来も見据えて、経済的に自立できる可能性
があるのであれば、社会がバックアップするような教育研究を
進めてほしい。

参考人に招いた坂本先生の意見 今後の取組

《報告書》《会議録》
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第 211 号

施 設 数
支援単位※

委員会審査

健康福祉常任委員会

《報告書》
行政視察

総務経済常任委員会

5月16日

5月15日
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テーマ「入間川にこにこテラスにおける公民連携について」

　入間川にこにこテラスについて説明していただき、河川沿いの利用に関して県との
協議や調整のご苦労が理解できました。整備によって、新たなにぎわいの場所が
できた反面、渋滞問題など新たな課題の発生に頭を悩ませていることも伺えました。

“できる・できない”というのはあるかと思うが、待機児童の解消を来年、再来年までには解消したい、
していこうというような、市として目標は決めていないのか。

来年、再来年すぐにゼロにするいうのは現実的に難しい状況です。現在、「ところっこすくすく
サポートプラン」や「所沢市放課後こども健全育成基本方針」の見直し時期に入っていますので、
こういったものを見直していきながら、計画的に進めていきたいと思っています。

放課後児童クラブ（学童クラブ）の課題解決に向けての展望について

《会議録》

委員長の
ひとこと

●入間川にこにこテラス
　住所：狭山市柏原2910－1
　面積：約45,000㎡
　
《PRポイント》
●キッチンカーなどのイベント開催
　月に3～4回キッチンカーが出店
●全国初 !河川敷地でスターバックスコーヒー出店
　テラス席が多くあり、近くに遊具もあるため
　子ども連れで連日にぎわっている

最重要課題「保留児童対策」
●放課後児童クラブの現状 （令和6年4月1日時点）

●これまでの取組

申込者数

3 , 9 8 8 人

入所者数 保留児童数

3 , 4 7 6 人 5 1 2人
（令和5年度は434人）

４３施設
平成27年度

８２支援
５３施設
令和6年度

４４支援
＋１０施設

定員
約1 , 3 00人

増加

《取組結果》

＋３８支援

※支援単位……クラス数（1支援 40人程度）
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第６次所沢市総合計画後期基本計画（素案）
4月19日

議員研修会

5月21日　公職選挙法に関する議員研修会

第６次所沢市総合計画前期基本計画の計画期間が令和６年度をもって終了するため、令和７年度から令和10年度までを
計画期間とする後期基本計画の策定を進めており、策定の状況や素案の概要等について、全議員に対して説明がありました。

令和５年11月２日に提出された所沢市議会議員政治倫理審査会の報告書で、「議員に対する研修等をより充実したものと
するなど、議会全体として、公職選挙法等の法令の理解を深め、再発防止に努めること。（一部抜粋）」という意見を受け、
審査請求事案が発生した原因や背景を考え、今後、このような事案が起こらないようにするため研修会を開催しました。

所沢市総合計画とは

総合的かつ計画的な市政運営を図るために策定する、市の最上位に位置付けられるもので、将来都市像を定め、
これを実現するための各分野の取組の方針等をまとめた計画です。

市議会では、議員の資質の向上を図るために議員研修会を開催しています。

開催した経緯

公職選挙法への理解を深め、法令遵守意識を高めます

ギ カ イ

社会情勢の変化を踏まえ、
計画内容を慎重に審査して
いきます !

の視点

計画の構成と計画期間

基本構想

基本計画

実施計画

前期基本計画　　令和元年度～令和６年度　
後期基本計画　　令和７年度～令和１０年度

計画期間

４年間
※毎年度見直し、策定

計画期間

計画期間
令和元年度～令和１０年度

今後の予定

９月定例会に議案を提出

後期基本計画　冊子完成・配布等

令和６年９月

令和７年３月

後期基本計画　計画期間開始
令和７年４月

まちづくりの将来像（将来都市像）、まちづくりの目標

分野ごとの現状と課題、施策の方向性

基本計画の施策や主要事業、新たに生じた課題の
解決のために必要な事業など、具体的な方策

内容：市議会議員の寄附に関する規制などについて
　　　市議会議員の日常活動と公職選挙法について
　　　
講師：一般社団法人　選挙制度実務研究会
　　　　　　　　　　　理事長　小島　勇人氏

こ じま はやと


